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有無に関わらず無形文化遺産伝承それ自体は常に流動して止まないものなのである。   
束海地方の三河（愛知県），信濃（長野県），遠江（静岡県）が接する一帯には田楽，猿楽，  
l一ゆl＿ 呪師の芸などという我が国の中世に盛行したもので，その面影を今に遺す芸能伝承が三十ケ所  
近くも伝えられていて，そのうち新野の雪祭（長野県）や西浦の田楽（静岡県）等は折口信夫  
等によってその存在価値が喧伝されてきた。それ等のほとんどの伝承を踏査しての調査記録に  




策研究委嘱報告書』（平成九年 文化庁文化財保護部刊）によると，その原因の一つは当該地域  





－77－   
資料1  
1936・Sll   1947・S22  1955・S30  1970・S45  1989・Hl  1996・H8   
能 蒐  
人口  2762   2635   2525   1802   1210   1052  
区                   世帯数  418   435   422   390   321   305   
熊中学校生徒  ＊＊＊＊  174   192   122   37 36  
中学生  小学生  未就学児   
年齢  14  13  12  田  10  9  8  7  6  5  4  3  2  ロ  0   






























































































ー80－   
例となっているのである。従来は国吉家としてはそれを当然の賓務と受け取め名誉あることと  
して対応してきたのだが，今日ではそういうボランティア的行為にともなうメリットはなくな  


















































たい。   
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図1 「民俗文化財」の三種類の伝承の相互関係  























































































1 F中世芸能の研究』五二大一五大○頁  
2 「祭りにみるアイデンティティの保存と継承一事例：竹富島の種子取祭」（平成九年『沖縄   
民俗研究』第十七号  
3 「竹富島の世襲文化について」（平成十八年『星砂の島』第十号 瑞木書房刊）  
4 上勢頭芳徳「竹富島憲章二十周年－その今日的意義」（平成十八年『星砂の島』第十号 瑞   
本書房刊）  
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